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北海道看護協会釧路支部 

第 1 副支部長 服部 紀美子 

 

 

昨年は 9 月 6 日午前 3 時 8 分頃発生した北海道胆振東部地震で道内全域が

大規模停電（ブラックアウト）となりました。会員の皆様は、医療機器の電

源や食事、清潔等に奮闘したのではないでしょうか。釧路管内は大きな被害

はありませんでしたが日頃の準備が重要であることが明確になりました。災

害から数か月は会員の皆様にお会いすると「大丈夫だった」「大変だったね」

「どんな対策を行ったの」という挨拶が多く聞かれましたが、仲間のありが

たさを心に感じることもできました。 

 このような状況でしたが、支部の事業計画を滞りなく行えましたのは会員

の皆様の協力によるものと感謝申し上げます。  

 平成 30 年度の活動を振り返りますと、11 月の看護研究合同発表会は発表

演題が増加し昨年同様、口述発表会場とポスター会場 2 か所で行い参加者は

102 名でした。  

5 月の『看護の日』記念行事では、市内大手スーパーにおいて健康相談等

を実施、9 月の『ふれあい看護体験』には、8 校から計 85 名の高校生が 9 施

設で患者と触れ合いました。「施設間交流研修」では参加 12 施設 58 名の看

護職の皆様が、11 施設で交流研修をされました。各施設の皆様には心より

お礼申し上げます。 

 7 月の会員懇談会は 68 名が参加し、午後から日本看護協会副会長・齋藤

訓子氏による「地域包括システム推進に向けた看護の連携」の講演では、連

携の大切さを実感していました。そのほか、「医療安全ネットワーク会議・

研修」には延べ 98 名の会員が参加、保健師、助産師、看護師の各職能集会

にも多くの参加がありました。また、釧路町健康フェスティバルや地域にお

ける「健康まつり」にも多くの方に来て頂きました。 

 平成から新年号に数か月で変わります。変わらないのは看護の心ではない

でしょうか。 

1 年間、第 1 副支部長を務めて思うのは会員の理解と協力なしには運営でき

ないということです。皆様の声を真摯に受け止め 

2019 年の釧路支部活動を行いたいと思います。 

引き続き、皆様のご協力とご支援をよろしくお願い 

致します。 

 

  

 

 

 

 

第 49 号 

 

発行日 /平成 31 年

3 月  

釧路支部会員数  

（平成 31 年 2 月） 

保健師  78 名  

助産師  46 名  

看護師   1717 名  

准看護師 62 名  

 

総数  1903 名  



 

 

 

 

 

今年度の「高校生 1 日看護師体験」は 9 月 25 日に実施されました。参加して頂いた高

校は釧路湖陵高等学校、釧路江南高等学校、釧路北陽高等学校、釧路明輝高等学校、釧路

商業高等学校、釧路東高等学校、標茶高等学校、白糠高等学校の 8 校で、参加人数は 1 年

生～3 年生の 85 名（男子 6 名、女子 79 名）でした。受け入れ施設は、市立釧路総合病院、

釧路赤十字病院、釧路労災病院、釧路孝仁会記念病院、釧路協立病院、釧路三慈会病院、

東北海道病院、孝仁会星が浦病院、町立厚岸病院の 9 施設でした。患者さんとのふれあい

や模擬患者体験、先輩看護師との交流を通して、看護への憧れが芽生えたり、進路につい

て考えるきっかけとなる体験となりました。受け入れ施設の皆様、ご協力ありがとうござ

いました。        

                              

                

               

 

      

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校生 

1 日看護師体験 

Ｈ30 年 9 月 25 日 

高校生 1 日看護師体験 
 



《体験できたこと》 

バイタルサイン測定 車いす介助 ドクターヘリ見学 車いす・松葉杖歩行 

手浴・足浴・清拭 シーツ交換 ＩＣＵ見学 患者・老人体験 

患者さんとのコミュ

ニケーション 

模擬採血 感染予防体験 配膳・食事介助 

 

 

 

 

 

 

 

《体験したかったこと》 

手術室・ICU 見学 採血や注射の見学 手浴や足浴 車いす介助 

ドクターヘリ見学 血圧測定 シーツ交換 患者体験 

産婦人科・小児科の

見学 

患者さんとのコミュ

ニケーション 

多くの科を見学した

かった 

病院食を見たかった 

《実際に看護師と接してみてどうでしたか？》 

・コミュニケーションのコツや看護師の仕事に対しての生の声が聞けて、とても充実した

時間になりました 

・とても素早く活動していて、体験学習者にも優しくかっこいいと思いました 

・患者さんと接している姿や仕事中の姿を見られたので良かった。その姿を身近に感じる

ことで看護師になりたいと強く思うことができた。 

・自分の仕事に日々責任を持ってやりがいを感じてお仕事をされていると感じました。 

・怖いのかなと思っていたのですが、とても優しくて責任感のある素敵な看護師さんで仕

事もてきぱきとこなしていてかっこよかったです 

・仕事が次々やることがある中、優しく説明してくれて患者さんにも笑顔で振るまってい

て、あらためてすごいなと思った 

・一つのところにとどまらず複数の仕事を同時にして、たくさん歩き回るのですごいなと

思った 

・もっとピリピリした空気だと思っていましたが、看護師さん同士も仲良く楽しそうにお

仕事をされているのが印象的でした。 



《看護師体験を終えて、進路についての変化はありましたか？》 

            

 

《看護師体験に参加して良かったと思いますか？》  

            

 

《感想・意見・希望など》 

・今回の高校生の 1 日看護師体験実習を通して、改めて看護師の仕事の難しさと魅力を感

じることができました。特に、患者さんとのコミュニケーションや小さな気遣いなど、

看護師という立場だからこそできる工夫、患者さんのために何ができるかを常に考えて

いる姿勢にとても刺激を受け、そんな風にさまざまな面で人を支えられる仕事に絶対に

つけるように努力したいと思いました。 

・とても貴重な体験になりました。2 回目の看護体験で、同じことをやるのかと思ってい

たのですが、1 回目とは違った体験をすることができました。初めての体験だったので、

難しいこともあったのですが、看護師の方がやさしく教えてくださって、最後までやり

遂げることができました。この看護体験を通して看護師になりたいという気持ちが強く

なりました。参加して良かったです 

・受験を控えた状態で今回の実習に参加させていただき、将来の看護師像も見え、そして、

受験に対するモチベーションの向上につながりました。また、老人体験では、視野が狭

まることや、足が重く歩きにくくなること、指先を使った細かい作業がいかに難しいか

を、直接身をもって体験することができたので、自分の周りにいる老人の方々にどう接

したら楽なのかを考えさせられた貴重な経験になりました。 

 

看護師になりたい気持ち

が強くなった

84%

出来れば看護師に

なりたい

9%

とても大変そうで

難しい

5%その他

2%

進路についての心境の変化

大変良かった

90%

良かった

10%

今回の看護師体験に参加して

良かったと感じたか



 

 

 

 

 

 

 

 

釧路赤十字病院  

精神看護専門看護師 工藤祥太 

               

 

 

 

私は平成 29 年 12 月に精神看護専門看護師の認定を受けました。釧路赤十字病院では初

めての専門看護師でした。精神看護専門看護師は全国で 316 名が活動しています。どの診

療科にも疾患や障がいで精神的な苦しみや強い不安を抱えている患者様がいます。そうい

った方を支える精神看護専門看護師という専門職があることを知り、いつかなりたいと考

えていました。しかし、働き始めると自分に与えられた役割を遂行するのが精一杯で、専

門看護師の夢を実現出来ずにいました。専門看護師になるには専門看護師教育課程のある

看護系大学院修士課程を修了しなければなりません。当時、道内では札幌にしか単位を取

得できる大学院はありませんでした。仕事を休んで大学院に通う事は現実的に難しい状況

でした。平成 25 年に北見の大学院が精神看護の専門看護師教育機関として認定を受ける

事を知って受験し、平成 26 年度から長期履修制度を利用して 3 年間、仕事をしながら大

学院に通いました。 

 現在私は、精神科病棟で勤務をしながら、週 2 日精神科以外の病棟を回りリエゾン精神

看護を行っています。「リエゾン」には、「つなぐ、連携する」という意味があります。体

の病を抱える患者様の心と体をつなぎ、精神看護の視点から看護を提供する、そして、患

者様・ご家族、医療者をつなぎ、質の高いチーム医療を提供する事が私の役割です。今年

度は精神科医、精神保健福祉士と共に精神科リエゾンチームを立ち上げ、院内の病棟ラウ

ンドを行っています。毎週 20 名前後の患者様と関わらせて頂いています。認知症やせん

妄の方が半数ほどいますが、統合失調症やうつ病など入院中に強いストレスを抱える患者

様と面接し、病棟看護師に対して専門的な視点で行ったアセスメントの結果を伝え、精神

的ケアの方法や薬剤の使用方法、身体拘束の解除などについて検討や指導を行っています。 

私が関わらせ頂く患者様は、退院後もご家族や訪問看護、高齢者施設など地域の支援を

必要とする方が多いです。精神疾患や認知症を抱えた患者様は、支援者の関わりが精神面

に影響する場合があります。今後は、病院と地域がつながり、精神的ケアが継続できるよ

う活動を広げていきたいと思います。 

 

頑張るナース 

精神看護専門看護師の 

活動について 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『看護研究合同発表会に参加して』 

 

                  釧路孝仁会記念病院  岩﨑 梨紗 

 

皆さんの発表を聴いているうちに緊張が高まり不安もありましたが、共同研究

者と協力し取り組んだ「手術室のラテックスアレルギー対策」の成果を発表しま

した。 

まだまだ課題は残りますが、アレルギー患者が安心して手術を受けられるように

統一した対策を講じられ、手術室全体の看護の質向上につなげることができたと

思います。 

皆さんの発表では、手術室で経験することができない外来や病棟の取り組みを知

ることができました。また、発表方法やスライド作成なども大変勉強になりまし

た。 

看護研究合同発表会に参加し、1 つの事に取り組む大変さ、完成した時の達成感、

今後の目標を考える機会となり、有意義な 1 日でした。 

 

研修報告 

病院等施設間交流研修に参加して 

 

              釧路労災病院 退院調整看護師  北村 愛 

 

 私は、訪問診療を調整するうえで、実際に患者さんが退院した後、どのように

医療や看護が継続されているのか知りたいと思い、平成 30 年 7 月 2 日に釧路協

立病院の訪問診療に参加させていただきました。 

訪問先は自宅や介護施設で、私はバイタルチェックや診察介助をさせていただき

ました。訪問診療医はその場で電子カルテに患者の症状や指示を記録し、病院に

いる看護師がその記録をもとに訪問看護等多職種へ速やかに情報提供を行ってい

ました。また、訪問時に医師や看護師は、患者へ最期はどこでどのように過ごし

たいか意向を確認したり、誕生月に家族、施設スタッフ含め写真撮影しお祝いす

るなど患者に寄り添った関りをしていました。 

訪問診療に移行する際、主治医や環境の変化などで患者家族が不安を抱いている

ことがありましたが、研修後は、今回経験したことを患者家族、病院スタッフへ

の情報提供に役立てることができ、とても貴重な学びをさせていただきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護の仕事に携わるあなたの「はたらく」をサポートする１冊です。 

はたらくことについて迷った時、不安を感じた時、キャリアアップを目指し

たい時、再就業を考えた時、この『はたさぽ』を開いて下さい。安心して働

くための制度や法律、ライフステージに応じた働き方、仕事と生活の両立、

再就業のための支援機関など、いきいきと看護の現場で活躍するために役立

つ情報を紹介しています。 

 

支部担当研修「終末期を迎える患者・家族への退院支援と看護職の役割」 

に参加して 

市立釧路総合病院 森川 優子 

 

日本は高齢社会となり、今後は住み慣れた在宅へ退院が出来るように在宅支

援が注目されています。そのため、様々な施設やサービスがあり本人や家族の

意思決定支援をしながら患者に適した退院先を決めなくてはなりません。本研

修は訪問看護ステーション“らいふ”の所長が、在宅での看取りについて事例

を交えながら、講義とグループワークを実施しました。内容は、訪問看護師と

して在宅で看取る場合の声掛けの方法を考え、何と言うか（具体的な言葉）、タ

イミング、誰に、目的の 4 項目を用紙にまとめ話し合いました。患者が最期の

場所として自宅を選択し、どのように死を迎えたいのか、家族は在宅で看取る

ことをどのように思っているのか考える良い機会となりました。さらに、講義

をもとに退院後の自宅移行の際に入院時から看護師がどう関わったら良いのか

学ぶことができました。 

当科でも在宅での看取りが年に数件あります。今後も在宅での看取りが増え

たり、在宅で療養を余儀なくされたりする場合が予測される為、今回学んだこ

とを病棟で取り組めるよう関わっていきたいと考えます。 

今回は 

『はたさぽ ナースのはたらく 

  サポートブック』をご紹介します 

をご紹介します 

 



05：ナースセンタ

ーを活用しよう 

ナースセンターの

説明や看護協会に

ついて 

04：キャリアデザイン

への道 

新人看護師の研修や

専門看護師、認定看護

師、特定行為研修制度

について 

02：職場の制度と法律

を知ろう 

労働条件や労働基準

法、妊娠出産、子育て、

介護についての制度、

退職するときの流れ

など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記  

この冬は厳しい寒さとなりました。ようやく春の日差しが感じら

れるようになりましたが、皆様はどのようにお過ごしでしょうか？  

働き続けられる職場づくり推進委員会では、「きんれんか」でみな

さまのご活躍を報告して参ります。  

 

編集委員／長沼ひとみ 佐藤ふみ子 鎌田さよ  

齋藤真人歌 齊藤由美 

発行所 

 

北海道看護協会釧路支部 

 

編集責任者／杉山 好美 

 

担当／働き続けられる  

職場づくり推進委員

会 
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